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・出資配当率　0.5％ 
・出資配当金の支払い：各組合員の6月出資金に充当されます
・対象　2024年度末に在籍し、かつ総代会当日在籍組合員

出資配当金は、2024年度末の出資金在高に配当率を乗じて計算
します。出資配当金の受領金額は、20.42％の源泉所得税が控除
された後の金額です。出資配当金の支払いは、各組合員の出資金
への振替によって実施します。

出資金配当について

生活クラブ東京　第5７回通常総代会報告

一人ひとりの行動で
　　　 産地を守り育てよう！

加瀬和美理事長

25年度生活クラブ東京役員のみなさん

第57回通常総代会　議決結果
2024年度活動・事業報告および決算、
剰余金処分の承認について

2026年度運動方針および事業計画、
予算の決定について

第1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第8次長期計画について

定款の改定について

次期役員選挙管理委員の選任について

賛成256人
（内、書面116人）

賛成255人
（内、書面113人）

賛成253人
（内、書面113人）

賛成258人
（内、書面115人）

賛成259人
（内、書面116人）

保留3人
（内、書面1人）

保留4人
（内、書面3人）

保留5人
（内、書面3人）

保留2人
（内、書面2人）

保留1人
（内、書面1人）

反対1人

反対1人
（内、書面1人）

反対1人
（内、書面1人）

反対0人

反対0人

お友だち　　  キャンペーン

特
集
【座談会】
都市近郊の農業を守る
「わたしたちの牛乳」

紹介
LET's TRYLET's TRY

夏
限定
夏
限定

紹介したあなたも！お友だちも！
万能つゆ（500ml）をプレゼント

「生活クラブのある暮らし」を

お友だちと始めませんか？
今なら

！
8/31
 まで！

～ローカルSDGsと社会的連帯経済の推進～
一人ひとりに居場所と出番がある循環型の地域社会をつくろう！

　　　　  続いて、金丸専務理事より2025年度運動方針と事
　　　　  業計画、予算について提案し承認されました。
組合員拡大では長期計画初年度として純増数にこだわり組織率
を高める拡大を進めます。利用活動はみんなでパクパクACTION
を進め組合員内外に消費材の価値を伝え、拡大・利用につなげ
ます。地域福祉政策では7月にエッコロたすけあい制度改定を実
施し、コロナ禍以降伸び悩んでいる給付申請を促し組合員同士
の関係性を深めていきます。設備投資は東村山センター駐車場
用地購入、院内風力発電への追加融資、世田谷区での屋根を
使ったPPA事業の出資・融資などを予定しています。
　　　　  「剰余金処分のうち出資金配当について」「外国出身
　　　　  者への拡大の展望」「ローカルSDGsの学びの機会」
「配送支援端末導入による配送改善」「共同購入代金の支払い方
法」「配送センターの労働環境」など、今後の議論につながる活発
な意見交換が行われました。

　　　　  小寺浩子副理事長より2024年度の活動・事業を報
　　　　  告し、決算・剰余金処分について承認されました。
２024年度は組合員数92,536人をめざし活動しましたが、期
末組合員実績は91,701人でした。紹介活動の強化、外部イベ
ント出展、スポーツクラブ施設での活動など、さまざまな対面
イベントをブロック単協で開催しました。消費材価格の値上げ
や令和の米騒動の影響で、利用高・世帯当り利用高は前年より
増加していますが、利用人数が前年を割っていることが課題
です。エッコロたすけあい制度は加入時の同時加入を推進しま
した。給付実績のうち組合員活動保障は前年度並み、生活保
障と子育て応援セットSuku  は前年より減少しました。そのほ
か、デポー20周年の取組み、生活困窮家庭支援の「おふくわけ」
活動、パレスチナ産オリーブオイルの取組みなどが報告されま
した。
　　　　  FEC自給圏づくりを基本テーマに、「居場所と出番」
　　　　  のある生活クラブと地域づくりをめざして活
動を進めた、第７次長期計画の振り返りが報告されました。また
金丸正樹専務理事より第8次長期計画について提案されました。
第8次長期計画の基本テーマは「～ローカルSDGsと社会的連
帯経済の推進～一人ひとりに居場所と出番がある循環型の地
域社会をつくろう」です。2025年は国連が定めた2回目の国際
協同組合年でもあります。日本でも「国際協同組合年に当たり協
同組合の振興を図る決議」が国会で採択されました。生活協同
組合という組織は社会のなかで期待される役割を持っています。
人とひとのつながりで地域社会課題の解決をめざし、自分で考え、
行動する5カ年をめざします。

6月12日、総代定数300人のうち、266人（うち書面117人）の出席で第57回通常総代会が
開催され、全議案が可決承認されました。
冒頭、加瀬和美理事長より開催挨拶として、「生活クラブ風車『千颯』竣工式と生活クラブ風車
第1号基『夢風』10周年を祝う会」の報告がありました。祝う会では、夢風が建つにかほ市芹田
地区自治会より夢風10周年記念の盾を頂きました。盾には、生活クラブ組合員と芹田住民との
交流会を通じた絆づくり、夢風ブランドの開発、そして地域自治の発展に対する感謝のことばが
記されていました。「私たちがめざす産地形成、提携を真に実のあるものにするには時間と労力
がかかること、日々諦めないやり取りのなかにこそ信頼が生まれるということを目の当たりにし
ました。これは生活クラブの活動・事業全般に通ずるものだと思います」と結び、活発な討議を
総代に呼びかけました。
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生活者・生産者をむすぶ生活クラブ（エス）を楽しみ、
参加する（エンジョイ＆ジョイン）ための情報提供がジョイエスの役割です

編
集
　
広
報
政
策
委
員
会

〒
156-0051  東

京
都
世
田
谷
区
宮
坂
 3-13-13

TEL　
03-5426-5204

FA
X　
03-5426-5205

https://tokyo.seikatsuclub.coop/　

新生酪農（株）栃木工場の提携酪農家・藤田与一さんの牧場。座談会では牛乳工場と酪農の状況などを伺いました（関連記事 P2-5）
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組織の概要
（202５年6月末現在） ●組合員数（デポー含む）93,761人　●６月度加入701人／脱退579人　●６月度利用高18億1,343万円／世帯当り25,037円（デポー除く）

発
行
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活
ク
ラ
ブ
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協
同
組
合
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京
 理
事
会

発
行
日
　
2025 年

 7 月
 28 日
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特集●【座談会】都市近郊の農業を守る「わたしたちの牛乳」

豊
崎
　
生
活
ク
ラ
ブ
東
京
の
副
理
事
長
と
し

て
利
用
推
進
を
担
当
し
な
が
ら
、
生
活
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
連
合
消
費
委
員
会
の
委
員
長
も

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
自
己
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

西
川
　
多
摩
き
た
で
理
事
を
し
て
い
ま
す
。

担
当
を
し
て
い
る
ま
ち
小
金
井
で
は
、
牛
乳

を
テ
ー
マ
消
費
材
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
体
質
的
に
牛
乳
が
あ
ま
り
飲
め
な
い
の

で
す
が
、
バ
タ
ー
が
好
き
な
の
で
、
バ
タ
ー

薄
う す い

井 俊
としひこ

彦 さん
新生酪農（株）
専務取締役

臼
う す い

井 美
み ち お

智夫 さん
新生酪農（株）
取締役 兼 栃木工場長

を
食
べ
続
け
る
た
め
に
は
低
脂
肪
牛
乳
の
利

用
も
セ
ッ
ト
だ
と
聞
い
て
、
低
脂
肪
牛
乳
を

予
約
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
パ

ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
が
大
好
き
な
の
で
、

牛
乳
９
０
０
ml
も
予
約
し
て
い
ま
す
。

藤
田
　
２
年
前
に
那
須
箒
根
酪
農
協
同
組

合
（
以
下
、
那
須
箒
根
酪
農
）
の
代
表
理
事

組
合
長
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
育
成
牛　

も

含
め
て
約
２
８
０
頭
を
育
て
て
い
ま
す
。
高

卒
で
実
家
の
酪
農
を
一
緒
に
や
る
よ
う
に
な

藤
ふ じ た

田 与
よ い ち

一 さん
那須箒根酪農業協同組合
代表理事組合長

混
乱
か
ら
製
造
が
始
ま
り
、
作
り
上
げ
ら
れ
た
牛
乳

り
、
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。
う
ち
は
元
々
、
蒟

蒻
や
麦
を
育
て
て
い
た
農
家
で
し
た
が
、
国

の
開
拓
事
業
の
時
に
牛
を
１
頭
譲
っ
て
も
ら

っ
て
酪
農
も
始
め
、
45
頭
に
増
や
し
た
段
階

で
専
業
の
酪
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

薄
井
　
37
年
前
の
操
業
当
初
か
ら
栃
木
工
場

に
勤
め
て
い
ま
す
。
栃
木
工
場
は
１
９
８
７

年
に
栃
木
新
生
酪
農
（株）
の
牛
乳
工
場
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
９
６
年
に
新
生
酪
農

（株）
と
合
併
し
、
現
在
の
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。

臼
井
　
工
場
長
に
な
っ
て
２
年
目
で
す
。
高

校
・
大
学
と
農
業
を
学
び
、
栃
木
工
場
操
業

開
始
の
翌
年
に
二
十
歳
で
入
社
し
ま
し
た
。

実
家
は
水
稲
と
酪
農
の
兼
業
農
家
で
し
た

が
、
７
年
前
に
酪
農
は
廃
業
し
ま
し
た
。

八
木
沢
　
薄
井
専
務
と
同
じ
く
、
栃
木
工

場
の
操
業
開
始
時
に
入
社
し
ま
し
た
。
現
在

は
品
質
保
証
グ
ル
ー
プ
に
在
籍
し
て
、
交
流

会
に
参
加
し
て
生
乳
の
品
質
の
こ
と
な
ど
を

伝
え
て
い
ま
す
。
牛
乳
と
チ
ー
ズ
の
製
造
も

時
々
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
廃
業
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
実
家
は
藤
田
組
合
長
の
自
宅
の

近
所
で
酪
農
家
を
し
て
い
ま
し
た
。

豊
崎
　
生
活
ク
ラ
ブ
は
今
年
、
創
立
60
周
年

を
迎
え
ま
す
。
牛
乳
の
共
同
購
入
か
ら
始
ま

り
、
紆
余
曲
折
あ
っ
て
牛
乳
の
疑
問
を
自
分

た
ち
で
調
べ
、
自
前
の
工
場
と
し
て
新
生
酪

農
を
設
立
し
ま
し
た
。
新
生
酪
農
の
み
な
さ

ん
は
、
当
時
の
生
産
現
場
の
状
況
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

薄
井
　
私
は
牛
乳
工
場
が
で
き
る
と
聞
い

て
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
い
う
全
く
の
異

業
種
か
ら
転
職
し
ま
し
た
。
工
場
は
製
造
経

験
者
が
２
、３
人
の
素
人
集
団
で
の
立
ち
上

げ
で
し
た
。
酪
農
家
か
ら
の
生
乳
の
受
け
入

れ
・
殺
菌
・
充
填
と
何
も
か
も
が
初
め
て
で

6 月　200 人 329 本で全酪牛乳（180ml びん） の　　
　　   共同購入をスタート

10 月　生活クラブ生活協同組合設立

1 月　コープ牛乳 (500ml ブリックパック) 供給開始

生活クラブ生協 10 周年記念事業として
牛乳の生産地プラント建設を決定

新生酪農（株）、 農事法人千葉東部酪農組合設立

千葉工場操業開始。 製造は 120℃ 2 秒間（UHT） 殺菌
(1L ブリックパック)

製造ラインの合成洗剤の使用を中止

栃木新生酪農（株）設立

千葉工場にて乳製品の製造開始

栃木工場操業開始

牛乳の殺菌方法を 72℃ 15 秒間（HTST）に変更

千葉工場にチーズシュミレーション工場竣工

6 月　新生酪農（株）と栃木新生酪農（株）の合併

生活クラブのはじまりは牛乳から組合員が討議し作り上げてきた牛乳
　牛乳の共同購入の始まりは、原水禁
の署名集めの時に若いお母さんたちに何
かできることがないか聞いたら「子育てに
牛乳が必要」と言われたから。1965 年
に大手より 3 円安い、1 本 (180ml) 15
円で牛乳の共同購入を始めました。そし
たら「安いのは二流品だから」とデマを
流され、やめる人が出てきました。そこで
牛乳のことを組合員が調べ、自分たちが
扱っているのは乳等省令 　にもとづく紛
れもない牛乳だとわかりました。むしろ、
市場では生乳から除いた乳脂肪で他の製

新生酪農（株）

顧問 河
こ う の

野 照
てるあき

明 さん

かない」と組合員が言い出しました。
　牛乳工場を作ろうと酪農家を回った時に「生乳 1 キロ当たりの価
格を 3 円高くすれば簡単に集まる」と言われましたが、集まった生乳
は 6t。対して組合員は 21ｔを利用結集しました。生活クラブは全酪
連　 に頭を下げて生乳を分けてもらい、その後も乳価で他の酪農組
合から酪農家を引き抜いてきましたが、いさかいになることもありまし
た。
　工場の洗浄を合成洗剤から酸とアルカリに変更したのも、殺菌方
法をパスチャライズドに変更したのも、組合員の意思があったから。
生協にとって組合員の決定は絶対です。組合員は自分が困らないた
めに決めたことを守ってきた。自分たちでわからないことを調べ、解
決する、自負心がありました。
　組合員の 4 割しか牛乳を飲んでいない現状は、ピンチではなくチ
ャンス。みなさんは生活クラブが好きだという気持ちを忘れず、活動
やコミュニケーションを楽しむことが大事です。牛乳を飲んでいない
人は財産なので、躊躇わずに話をして利用や拡大につなげましょう。

生活クラブ生協設立発起人。
職員として生活クラブ埼玉
の設立や生活クラブ事業連
合の専務理事などを務める。
2025 年 6 月株式総会まで
新生酪農（株）顧問。

＊1 原水禁：正式名称は原水
爆禁止日本国民会議。1965
年に結成された国内最大規模
の反核・平和運動団体

豊
とよさき

崎 千
ち づ み

津美 さん
生活クラブ東京
副理事長

西
にしかわ

川 博
ひ ろ こ

江 さん
多摩きた生活クラブ
理事

八
や ぎ さ わ

木沢 純
じゅん

 さん
新生酪農（株）
管理部品質保証グループ長

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
機
械
の
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
て
も
壊
れ
て
い
る
部
分
の
名
前
も

わ
か
ら
ず
、
問
い
合
せ
よ
う
に
も
電
話
で
は

埒
が
明
か
な
い
状
態
で
し
た
。
超
高
温
瞬
間

殺
菌
（
Ｕ
Ｈ
Ｔ
）
だ
っ
た
の
で
供
給
で
き
て

い
ま
し
た
が
、
最
初
か
ら
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ

ド
製
法
に
し
て
い
た
ら
、
事
故
を
起
こ
し
て

い
た
で
し
ょ
う
ね
。

八
木
沢
　
Ｕ
Ｈ
Ｔ
で
の
経
験
が
、
パ
ス
チ
ャ

ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
の
製
造
の
基
礎
に
な
り
ま
し

た
。

豊
崎
　
本
来
の
生
乳
の
価
値
を
活
か
す
た
め

に
、
殺
菌
方
法
を
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
製
法

に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
通
し
て
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

臼
井
　
製
法
を
変
更
し
て
も
、
当
時
は
無

我
夢
中
で
正
直
違
い
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
低
限
の
加
熱
に
よ
っ
て
生
乳
に
近
い

風
味
の
牛
乳
が
飲
め
る
。
そ
の
価
値
が
徐
々

に
わ
か
っ
て
き
て
、
提
携
酪
農
家
の
管
理

が
あ
っ
て
こ
そ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

薄
井
　
提
携
酪
農
家
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

豊
崎
　
藤
田
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

藤
田
　
当
時
、
私
は
栃
木
県
内
で
一
番
大
き

な
酪
農
組
合
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
う
ち
と

近
隣
２
軒
は
酪
農
組
合
か
ら
の
指
示
で
栃
木

工
場
に
生
乳
の
一
部
を
出
荷
し
、
乳
質
の
こ

と
を
厳
し
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
乳
質
を
守
る

に
は
、
手
間
が
か
か
る
し
神
経
も
使
い
ま
す
。

同
じ
酪
農
組
合
の
他
の
地
域
の
酪
農
家
は
、

と
や
か
く
言
わ
れ
な
い
し
乳
価
も
同
じ
。
こ

れ
が
不
満
で
、
近
く
の
２
軒
と
一
緒
に
箒
根

酪
農
に
変
更
し
ま
し
た
。
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ

ド
牛
乳
の
た
め
に
、
当
時
か
ら
乳
質
は
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

＊1

都市近郊の農業を守る

2025 年度は生活クラブが 1965 年に結成して牛乳の共同購入を開始してから 60 年の節目の年です。 牛乳から始まり、 生協
としては日本で初めて牛乳工場を作った生活クラブですが、 2024 年度の生活クラブ連合会全体での牛乳の利用人員率は
43％と年々減少しており、このままでは 3 工場の継続は危機的な状況です。 生活クラブの事業と運動の礎である「牛乳」
の取組みの歴史を振り返り、 牛乳工場と酪農家の現状を通して「わたしたちの牛乳」を考えます。

12 月　配合飼料の非遺伝子組み換えに全酪農家が対応

6 月　栃木工場びん牛乳（900ml）に変更

千葉工場の牛乳製造ラインをびん装化

千葉工場 200ml びん牛乳ライン稼動
（千葉県内の一部の学校に供給）

（株）横内新生ミルクを合併し、
新生酪農（株）安曇野工場をあわせた 3 工場体制に

牛乳の製造工場を 900ml は栃木と安曇野、
200ml は千葉と整理

3 月　安曇野工場にノンホモ牛乳の製造ライン設備を設置　          
10 月　千葉工場に低脂肪牛乳ライン（1L 紙パック）と
バター製造設備を設置

10 月　ノンホモ牛乳を生活クラブ全体に供給開始

東京の一部の市町村学校へ 200ml びん牛乳の供給開始

栃木工場にてチーズ製造開始

栃木工場にて 200ml びん牛乳製造開始

＊4 

＊4 育成牛：離乳後、出産するまでの牛の呼称

生活クラブと牛乳のあゆみ

〔2024 年 8 月 31 日の生活クラブ東京 管理職員向けの講演をもとに構成しました〕

品もつくり、メーカーが儲けていました。その後、1970 年に日本生
活協同組合連合会（以下、日生協）が開発したコープ牛乳（500ml 
ブリックパック）に切り替えました。コープ牛乳の約 20% を生活クラ
ブの組合員が利用しており、日生協に安くならないか価格交渉しまし
たが「特別扱いはできない」と断られたのを機に「自分たちで作るし
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「わたしたちの牛乳」

※肩書は講演当時

1988年

＊2 乳等省令：牛乳・乳製品の定義、成分規格などを定
めた法令。2024 年 4 月に権限が厚労省から消費者庁
に移管され、名称を乳等命令（正式名称：乳及び乳製品
の成分規格等に関する命令）に変更

＊2

＊3

＊3 全酪連：正式名称は全国
酪農業協同組合連合会。酪農
に関することを扱う酪農専門農
協の全国組織

1980年
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特集●都市近郊の農業を守る「わたしたちの牛乳」

利
用
減
少
に
よ
る
工
場
と
酪
農
へ
の
影
響

豊
崎
　
組
合
員
の
飲
む
量
が
減
り
、
生
産
現

場
で
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

薄
井
　
２
０
０
０
年
６
月
に
栃
木
工
場
で

９
０
０
ml
び
ん
牛
乳
の
製
造
が
開
始
し
ま
し

た
。
２
０
０
２
年
に
は
新
生
酪
農
全
体
で
年

間
約
２
０
０
０
万
本
を
製
造
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
度
は
年
間
９
０
０
万
本
を
下
回
り

ま
し
た
。
現
在
は
栃
木
工
場
と
安
曇
野
工

場
で
９
０
０
ml
び
ん
牛
乳
を
作
っ
て
い
ま
す

が
、
栃
木
工
場
だ
け
で
９
０
０
万
本
な
ら
製

造
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た
機
械

を
、
４
年
前
に
２
０
０
ml
も
製
造
で
き
る
兼

用
機
に
更
新
し
た
の
で
す
が
、
今
後
の
見
通

し
が
不
安
で
す
。

藤
田
　
工
場
の
稼
働
率
が
下
が
る
と
、
工
場

が
受
け
入
れ
る
生
乳
の
量
も
減
り
ま
す
。
那

須
箒
根
酪
農
で
は
毎
日
約
30　

を
搾
乳
し
て

い
ま
す
が
、栃
木
工
場
の
契
約
乳
量
は
約
23

で
す
。

豊
崎
　
手
間
と
費
用
を
か
け
た
生
乳
の
２
割

強
を
他
に
出
荷
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

藤
田
　
そ
の
分
の
牛
乳
事
業
推
進
費　

は
も

ら
え
ま
せ
ん
。

臼
井
　
生
乳
を
他
に
転
送
す
る
た
め
の
費
用

も
か
か
り
ま
す
。

豊
崎
　
積
み
上
げ
る
と
本
当
に
大
き
い
で
す

ね
。
自
分
た
ち
の
牛
乳
を
飲
み
続
け
る
た
め

に
、
価
値
を
伝
え
て
飲
む
量
を
増
や
さ
な
い

と
い
け
な
い
。
組
合
員
で
な
い
人
に
も
伝
え
、

組
合
員
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
生

産
者
と
し
て
交
流
会
な
ど
で
組
合
員
と
会
っ

て
、
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

八
木
沢
　
も
っ
と
利
用
し
て
ほ
し
い
の
で
市

販
と
の
違
い
を
説
明
す
る
の
で
す
が
、
交
流

会
の
参
加
者
は
牛
乳
が
好
き
で
週
に
７
、８
本

飲
ん
で
い
る
よ
う
な
人
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

で
き
る
範
囲
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
交
流
会
の
参
加
者
か
ら
未
利
用
の
組
合

員
に
伝
え
て
も
ら
う
の
に
も
、
限
界
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
で
な
い
方
に
も

試
飲
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
祭
り
に
も
呼

ん
で
も
ら
っ
て
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
こ
と
を
知

ら
な
い
人
や
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
を
飲

ん
だ
こ
と
の
な
い
人
に
も
話
を
し
た
い
で
す
。

西
川
　
私
、
牛
乳
に
関
わ
る
こ
と
が
と
て
も

多
い
ん
で
す
。
昨
年
度
は
２
ま
ち
共
催
で
60

人
く
ら
い
の
親
子
を
連
れ
て
千
葉
工
場
に
行

き
、
帰
り
の
バ
ス
で
予
約
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
今
年
は
担
当
し
て
い
る
ま
ち
小
金
井

＊5

の
地
域
限
定
拡
大
で
、
加
入
対
応
時
に
牛
乳

の
話
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
ら
加
入
す

る
人
が
増
え
ま
し
た
。
高
齢
の
方
が
多
く
買

い
物
に
不
便
な
エ
リ
ア
な
の
で
、
食
材
の
宅

配
を
使
い
た
い
、
牛
乳
好
き
な
方
が
多
い
ん

で
す
。
牛
乳
を
試
飲
し
て
「
こ
れ
が
飲
み
た

い
」
と
加
入
し
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
で
す

ね
。
最
近
で
は
、
プ
リ
ン
屋
さ
ん
か
ら
パ
ス

チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
を
使
い
た
い
と
問
合
せ

が
あ
っ
て
、
加
入
し
て
10
本
く
ら
い
牛
乳
を

予
約
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豊
崎
　
お
店
で
の
利
用
は
、
地
域
へ
の
広
が

り
も
期
待
で
き
ま
す
ね
。
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ

ド
牛
乳
っ
て
書
い
て
く
れ
る
と
、
見
た
人
が

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
か
も
。

西
川
　
生
活
ク
ラ
ブ
の
チ
ラ
シ
も
置
い
て
も

ら
っ
て
、
地
域
に
浸
透
さ
せ
た
い
で
す
。

豊
崎
　
私
は
生
活
ク
ラ
ブ
に
牛
乳
で
加
入
し

ま
し
た
。
甘
味
が
あ
っ
て
、
飲
む
と
違
い
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ

た
牛
の
、
ど
う
い
う
牛
乳
な
の
か
。
生
産
者

の
こ
と
を
伝
え
、
違
う
理
由
を
わ
か
っ
て
飲

み
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

工
場
で
は
牛
乳
と
し
て
「
飲
む
」
だ
け
で
は

な
い
取
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

臼
井
　
余
乳
を
活
か
す
た
め
に
、
栃
木
工
場

で
も
チ
ー
ズ
製
造
を
始
め
ま
し
た
。
高
品
質

な
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
で
な
い
と
作
れ

＊5 牛乳事業推進費：品質管理や非遺伝子組み換え飼料にかかるコストから算出した、提携酪農家を支援するしくみ。
　　　　　　　　　  2024 年度は生乳 1kg 当たり6.0 円が新生酪農から提携酪農家に支払われました

臼井 美智夫 さん藤田 与一 さん

西川 博江 さん

＊6 ＷＣＳ：稲穂と茎葉をまるごと乳酸発酵した保存飼料

な
い
チ
ー
ズ
で
す
。
モ
ッ
ツ
ア
レ
ラ
チ
ー
ズ

の
元
に
な
る
「
カ
ー
ド
（
凝
乳
）」
を
冷
凍
し
、

一
度
に
ま
と
め
て
チ
ー
ズ
を
製
造
す
る
方
法

を
研
究
し
て
い
ま
す
が
、連
合
会
全
体
の
『
食

べ
る
カ
タ
ロ
グ
』
で
取
り
組
む
に
は
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
。

豊
崎
　
技
術
の
問
題
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

臼
井
　
で
き
ば
え
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

日
持
ち
が
課
題
で
す
。

薄
井
　
夏
休
み
な
ど
、
学
校
給
食
が
な
い
期

間
の
生
乳
を
活
用
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
製

造
方
法
を
確
立
し
な
い
と
。

臼
井
　
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
は
熟
成
に
入
る
ま
で

に
１
週
間
か
か
る
た
め
、
場
所
が
必
要
で
す
。

余
乳
対
策
と
し
て
毎
日
は
作
れ
な
い
難
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

西
川
　
以
前
e
く
ら
ぶ
で
取
り
組
ま
れ
た
時

に
は
争
奪
戦
で
買
え
な
か
っ
た
の
で
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
の
牛
乳
」
を
未
来
に
つ
な
ぐ

豊
崎
　
品
質
の
面
で
組
合
員
に
知
っ
て
ほ
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

八
木
沢
　
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
製
法
は
高
品

質
の
生
乳
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
交
流
会

で
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
く
ら
い
実
感

し
て
も
ら
え
て
い
る
の
か
。
ス
ー
パ
ー
で
は

い
で
す
。
飼
料
の
自
給
率
も
向
上
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

藤
田
　
千
葉
に
比
べ
る
と
飼
料
の
自
給
率
は

高
い
で
す
。
昨
年
度
は
飼
料
用
作
物
へ
の
転

作
が
増
え
た
の
で
す
が
、
食
用
米
不
足
の
影

響
も
あ
り
、
今
後
減
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す

ね
。

豊
崎
　
食
料
安
全
保
障
の
点
か
ら
も
、
都
市

近
郊
の
生
産
に
私
た
ち
は
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
生
産
者
と
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

藤
田
　
生
乳
の
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

し
、
移
動
経
費
も
節
約
で
き
ま
す
。

臼
井
　
集
乳
車
が
酪
農
家
を
回
り
、
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
工
場
に
届
け
る
の
で
、

鮮
度
は
確
か
で
す
ね
。
工
場
で
受
け
入
れ
た

生
乳
は
４
日
以
内
に
製
造
し
て
、
牛
乳
と
し

て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

薄
井
　
こ
れ
は
工
場
と
酪
農
家
が
直
接
つ
な

が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
。
こ
れ
を
維
持
す
る

利
用
の
分
岐
点
は
、
年
間
１
０
０
０
万
本
。

９
０
０
万
本
を
下
回
る
と
維
持
で
き
ま
せ

ん
。

藤
田
　
同
じ
集
落
の
酪
農
家
は
随
分
減
り
ま

し
た
。
約
40
年
前
は
集
落
の
22
戸
中
18
軒
が

酪
農
家
で
し
た
が
、
今
は
６
軒
で
す
。

豊
崎
　
都
市
近
郊
の
酪
農
を
継
続
し
、
こ
の

牛
乳
を
飲
み
続
け
る
た
め
に
、
今
年
度
、
生

活
ク
ラ
ブ
東
京
で
は
前
年
比
１
０
２
％
の
利

用
本
数
を
め
ざ
し
て
活
動
し
ま
す
。
生
活
ク

ラ
ブ
東
京
で
は
新
規
加
入
者
に
、
加
入
後
に

牛
乳
２
０
０
ml
を
届
け
て
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
予
約
に
つ
な
げ
る
取
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

臼
井
　
都
内
で
も
一
部
の
行
政
が
学
校
給
食

で
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
家
族
に
牛
乳
の
お
い
し

さ
が
伝
わ
り
、
生
活
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
や
、

次
の
世
代
も
含
め
た
利
用
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

八
木
沢
　
交
流
会
で
の
伝
え
方
も
工
夫
し
て

い
き
た
い
で
す
。
昨
年
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
酪
農
家
の
声
を
伝
え
る
こ
と
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
牛
乳
の
製
造
方
法
に
加
え
て
、
牛

の
飼
い
方
や
飼
料
の
特
長
な
ど
、
知
っ
て
ほ

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

豊
崎
　
組
合
員
と
新
生
酪
農
、
酪
農
家
が
丸

く
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
飲
み
続
け
ら
れ
る

「
わ
た
し
た
ち
の
牛
乳
」
だ
と
実
感
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

藤
田　

安
心
・
安
全
な
牛
乳
を
安
定
し
て
供

給
す
る
に
は
、
安
定
し
た
消
費
が
大
前
提
で

す
。
社
会
情
勢
や
為
替
の
状
況
に
よ
り
、
非

遺
伝
子
組
み
換
え
飼
料
の
価
格
は
高
止
ま
り

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
牛
乳
事
業
推
進
費

は
こ
の
６
年
間
据
え
置
き
で
す
。
非
遺
伝
子

組
み
換
え
飼
料
が
優
先
か
経
費
が
優
先
か
、

こ
の
１
年
で
道
筋
を
つ
け
る
予
定
で
す
。
酪

農
家
・
工
場
・
組
合
員
は
三
つ
巴
な
の
で
、

ど
こ
か
に
不
具
合
が
で
れ
ば
、
飲
み
続
け
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

西
川
　
今
日
初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。

豊
崎
　
こ
れ
か
ら
も
三
者
で
話
し
合
い
、
理

解
を
深
め
な
が
ら
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

豊崎 千津美 さん

八木沢 純 さん 薄井 俊彦 さん

t

t

値
段
で
買
っ
て
い
る
方
も
多
く
て
、
私
の
娘

も
価
格
で
選
ぶ
と
言
っ
て
加
工
乳
を
買
っ
て

い
ま
し
た
。

豊
崎
　
牛
乳
が
何
か
を
知
ら
な
い
ん
で
す
よ

ね
。

西
川
　
久
し
ぶ
り
に
ス
ー
パ
ー
の
牛
乳
コ
ー

ナ
ー
を
見
て
み
た
ら
、
並
ん
で
い
る
の
が
加

工
乳
ば
か
り
で
驚
き
ま
し
た
。
マ
マ
友
も
パ

ッ
ケ
ー
ジ
で
選
ん
で
い
る
と
言
っ
て
い
て
。

薄
井
　
ぱ
っ
と
見
で
は
区
別
が
つ
か
な
い
よ

ね
。

西
川
　
低
温
殺
菌
牛
乳
を
見
つ
け
て
も
、
そ

こ
だ
け
売
り
切
れ
て
い
る
。
１
本
３
０
０
円

以
上
で
も
、
選
ん
で
買
う
人
は
い
る
ん
で
す

よ
ね
。
生
活
ク
ラ
ブ
な
ら
予
約
す
れ
ば
毎
週

届
く
の
に
。
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
、
知
る
人
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

八
木
沢
　
提
携
酪
農
家
は
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ

ド
牛
乳
に
す
る
た
め
に
配
慮
し
て
牛
を
育

て
、
生
乳
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

臼
井
　
乳
質
に
問
題
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

や
り
取
り
し
て
改
善
が
で
き
る
。
自
前
の
工

場
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
す
。

藤
田
　
数
年
前
の
乳
質
事
故
の
時
に
乳
質
改

善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
那
須
箒
根

酪
農
の
酪
農
家
と
新
生
酪
農
の
職
員
が
集
ま

っ
て
、
毎
月
１
回
改
善
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

薄
井
　
あ
の
時
は
自
主
基
準
（
１
ml
当
た
り

１
万
以
下
）
を
超
す
２
万
弱
の
生
菌
数
が
出

ま
し
た
。
乳
等
命
令
の
生
菌
数
（
１
ml
当
た

り
５
万
以
下
）
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
自

主
基
準
を
順
守
し
て
、
全
品
回
収
し
ま
し
た
。

八
木
沢
　
高
品
質
な
生
乳
の
生
産
を
続
け
る

た
め
に
、
毎
年
参
加
者
を
入
れ
替
え
な
が
ら
、

酪
農
家
と
工
場
の
職
員
が
毎
月
改
善
方
法
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

豊
崎
　
手
間
も
時
間
も
か
け
て
、
品
質
が
維

持
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
先
日
、
若
手
の

酪
農
家
か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

藤
田
　
と
て
も
頼
も
し
い
で
す
。
会
合
に
顔

を
出
し
て
、
聞
い
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
自
給
飼
料
を
つ

く
る
に
は
圃
場
の
面
積
が
足
り
な
く
て
も
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ　

や
食
品
残
渣
を
手
に
入
れ
て
、
プ

ロ
に
頼
ん
で
牛
が
最
高
の
状
態
を
発
揮
で
き

る
よ
う
な
飼
料
を
作
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

乳
質
や
成
分
に
つ
い
て
も
那
須
箒
根
酪
農
の

担
当
者
と
相
談
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
世

代
交
代
を
し
て
も
、
理
想
の
生
乳
を
作
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

豊
崎
　
組
合
員
に
も
、
原
点
で
あ
る
工
場
を

作
っ
た
当
時
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
き
た

＊6



● WEB でも詳細の確認・お申込みができます

《7》 《6》

展示即売会

※社会情勢を鑑みて、企画内容が変更、または中止・延期となる場合があります。ご了承ください。

生活クラブの学校 
受講料は組合員価格（記載のない場合無料）
オンラインの記載がない場合は会場のみ
会場記載がない場合は生活クラブ館 （世田谷
区宮坂 3-13-13）開催　　　　　　　　　　　　  

切り取って下の部分を提出してください

※ご記入いただいた情報は目的以外、または次の条件以外では第三者に開示しません。
①ご本人の同意がある時　②ご本人を特定できない状態で開示する時　③生活クラブの関連団体、提携先より回答することが望ましい場合

〈お願い〉ご記入の内容について該当項目に○をつけてください。
①提案・要望・質問　②みんなに伝えたいこと　③ジョイエスの感想　④企画申込み　⑤その他
●質問には 2 週間程度でお答えしていますが、詳しい調査が必要な場合などさらに時間をいただくことがあります。
※事故品の連絡は現物を保存のうえ、すぐにコールセンター・デポーにお電話ください。生鮮品の報告は翌週までです。
※配送をご利用の方は配達便に、デポーをご利用の方は各デポーのフロアーワーカーズまでご提出ください。

センター
デポー

組合員
コード

氏名 電話番号 提出日

/

事務局記入欄

センター／デポー 東京本部

／
印

ご希望のイベント名を
ご記入ください

協同村
豊かな自然の中で、農業体験やキャンプ
などが楽しめる生活クラブの施設です
入村料：510 円（4 歳～小学生 310 円）
※繁忙期（7/1 ～ 8/31）はプラス 200 円
駐車料：600 円／１日

問
合
せ

協同村ひだまりファーム
あきる野市戸倉 863

ＴＥＬ 042-596-0103  
休村日：火・水（8/31 まで休村日なし）
企画申込みはページ右上の二次元コードでの
WEB 予約にご協力ください

●天地堂 ランドセル
2026 年モデル発売！ランドセルお買い上げ
の方にもれなく「防水用ランドセルカバー」を生活クラブや消費材への意見・要望、企

画申込みはこの用紙また
は WEB で提出できます。
みなさんの声をお待ちして
います。

●石窯ピザ焼き体験
8 月3日（日）10日（日）17日（日）9 月14日（日）
21日（日）11:00 ～ 13:00
参加費：1,700 円／ 1 人
ピザ生地を伸ばしてトッピング。石窯に入れ
て焼きます。

●多摩産のチーズを使って
石窯ピザ焼き体験
9 月13日（土）11:00 ～ 13:00
参加費：2,500 円／ 1 人
ピザ生地を伸ばして多摩産チーズをトッピン
グ。石窯に入れて焼きます。

問
合
せ

NPO法人ＣＳまちデザイン
ＴＥＬ 03-5426-5212

（夏季休業：8/8 ～ 17）

【NPO 法人コミュニティスクール・まちデ
ザイン（CS まちデザイン）との共催企画】

食農共育講座

●子どものための食育講座 
キッズたべものラボ～ Let's cook！～
8 月24日（日）10:00 ～ 11:45 Ａクラス
講師：松田希美子さん（CS 料理講師）

受講料：4,800 円／回（年長～小学生対象）
楽しく料理して、つくる力を身につける料理講座
です。今回のメニューは「麻婆豆腐」と「小松
菜のスープ」です。

問
合
せ

NPO 法人アビリティクラブ
たすけあい (ACT)
ＴＥＬ 03-5302-0393

パスポートカード会員募集
東京真珠銀座店において、生活クラブ展示
会と同様のサービスが受けられます。
お電話またはページ右上の二次元コードより
WEBでお申し込みください。

【特典内容】（一部除外品あり）
・カードを提示するだけで定価の 30％ OFF
・ご購入いただいたパールネックレスの糸替
　え加工代金を永久サービス など

【NPO 法人地球野外塾との共催企画】
●ホントに使える基地づくり
9 月23日（火・祝）9:00 ～ 16:00
受講料：5,000 円／ 1 人 
シェルターを作って、ピンチの時に自分の身を守
る方法を体験します。

●家庭の食医 ～季節の養生法～
9 月 9 日（火）10:30 ～ 12:30 
講師：中島玲子さん

（漢方薬・生薬認定薬剤師、国際中医師、国際中医薬膳管理師）
受講料：2,800 円
月 1 回開催。今期は五臓と関わりのある「筋・
血脈・肌・皮毛・骨」で、起こりやすい症
状について学びます。9 月のテーマは「秋の
養生法～乾燥体質の改善～」です。

東京理事の リレーコラム 
協同組合の仲間と地域の市民と一緒に
第８次長期計画の実現へ

2025 年度～2029 年度の 5カ年計画が総代会で承認され、
第 8 次長期計画がスタートしました。今年は生活クラブが任意
団体として誕生して60 年、また、2012 年に続く2 回目の国
際協同組合年（IYC2025）という節目の年です。5月末には日
本で初めて衆参両議院の本会議において「国際協同組合年に
当たり協同組合の振興を図る決議」を賛成多数で採択しまし
た。
協同組合とは、人々の自治的な共同組織であり、人々が共通
の経済的・社会的・文化的ニーズと願いを実現するために自主
的に手をつなぎ、事業体を共同で所有し民主的な運営を行うも
のです。
東京都内の地域生協の組合員加入率は 33.4％ですが、医療
生協や大学生協の組合員の参加や経営面で厳しい状況が続い
ています。協同組合の連帯や連携を地域の中で展開するため
には、都内の地域・職域・医療・大学生協などの関係性で未
来を語り合い、地域が抱える課題の解決に向けて柔軟に連携
を深めていくことが必要です。
協同組合は人ありきですので、私からつながる、人とひとがつ
ながる運動をめざして、地域社会に根ざした活動を展開してい
きます。地域ごとに文化や歴史の違いはありますが、協同組合
運動における信頼関係を構築し、私たちのルーツであり、財産
でもある「人」を大事にすることで、長計で描いた夢の実現に
向けて前進したいと思います。

（生活クラブ東京　専務理事　金丸正樹）

問
合
せ

事業部
ＴＥＬ 03-5426-5206

●生活クラブ赤堤館 常設会場
10:00 ～ 16:00　
定休日：火・水・日（夏季休業：8/10 〜 17）
会場：生活クラブ赤堤館（世田谷区赤堤 4-1-6）

スーツ・ワイシャツのお仕立てはいつでも
赤堤館で受け付けます。約 4 週間でお届け。

 スーツ・ジャケット・ワイシャツのお仕立て

問
合
せ

展示会関連
ＴＥＬ 03-3324-4502（10:00 ～ 16:00）
定休日：火・水・日（夏季休業：8/10 〜 17）

【ワーカーズ・コレクティブ草の実主催企画】

●石窯で焼くライ麦パンと
スモークチーズ
8 月2日（土）9日（土）10:00 ～ 15:00
参加費：2,600 円／ 1 人
生地ねり、醗酵、成型、窯入れから窯出しま
で行います。空いた時間でチーズをスモーク
します。オプションでお昼にピザもあります。

（要予約・別料金）

●第５回 困難を抱えている親や
子どもへの対応（オンライン講座）
8 月27日（水）9:30 ～ 12:00
講師：永田陽子さん

（NPO 法人子ども家庭リソースセンター副理事長）

子どもが安心して話せる場とは ? 子どもの様子
から問題に気付くには ? 困難を抱える親や子
を支援につなぐには ? 子どもの尊厳を守るに
は ? 多くの方に幅広くお届けしたい講座です。

●きく屋宝石店
ジュエリー修理＆リフォームフェアー
9 月4日（木）～ 17日（水）10:00 ～ 19:00
※ 7 日（日）、14 日（日）、15 日（月・祝）は 18:30 まで
会場：㈱きく屋宝石店 渋谷本店（渋谷区渋谷 1-8-7）

思い出のつまった宝石が、生まれ変わって
輝きます。さまざまな修理、お直しに対応。
他店で購入の商品も修理をお受けします。

●東京真珠
内覧会・クリアランスセール
9 月11日（木）～ 21日（日）11:00 ～ 19:00
※ 16 日（火）はお休み
会場：東京真珠（株）銀座ショールーム

（中央区銀座 6-16-3）

半期に一度のクリアランスセール開催！最大
70％ OFF の PRICE DOWN!（赤札・一部商
品を除く）この機会にぜひご来場ください。

●日本のコメ問題の本質を知る
（オンライン併用講座、アーカイブ受講も可）

9 月6日（土）10:30 ～ 12:30 
講師：小川真如さん

（宇都宮大学農学部農業経済学科助教）
受講料：2,000 円

●生産者コラボ
～学んで味わう講座・スパイス編～
9 月 11日（木）10:30 ～ 12:30 
講師：井上慎哉さん
　　　　（和高スパイス ( 株）社長室、ハーブコーディネーター）
　　　　石川美香さん（料理家）

受講料：3,900 円（ランチ・お土産付き）
生活クラブ提携生産者のお話と実演、おいし
いランチの講座です。意外と知らないスパイ
スの種類や生産実態などについてのお話とと
もに、家庭で楽しめるスパイスを生かしたラン
チを味わい、料理のポイントを教わります。

わたしの声Ｑ＆ＡＱ
Q:	常温品や冷凍品・冷蔵品が入った配達の袋が持
ちづらいです。
A: 生活クラブで使われているピッキング袋（P 袋）は仕分けのための袋

です。運搬の際はかごなどに入れていただくか、P 袋の口をしっかりつか

み、底を支えてお持ちください。

常温品や冷凍品・冷蔵品の仕分け作業を行う飯能デリバリーセンターに「自

動袋かけ装置」を導入し、持ち手が無く、厚さの薄い P 袋に切り替える

ことでプラスチック原料の使用量を削減しました。

P 袋は回収して、P 袋などの原材料にリサイクルしています。P 袋 1kg を

リサイクルすると、2,968g の CO2 を削減できます。P 袋の回収にご協力

ください。

A

【第 1 回】●理事長、副理事長、専務理事、常務理事の互選について　

●代表理事の選任について　● 2025 年度理事会日程及び議長、副議長の確認につ

いて　● 2025 年度東京常任理事の役割分担および担当事務局

【第 2 回】●世田谷区「UCHIKARA プロジェクト」再エネ電力切替キャンペーンの活用

について　●生活クラブ・家事支援事業の今後の本取組みに向けた方針案　● 2024

年度期末監査指摘事項 監査意見への回答　●韓国住民ドゥレ生協との交流会企画

の実施について　●生活クラブ創立 60 周年記念事業の実施について　● 2025 年度

個別役員報酬額の決定について　●健康情報等取扱規程の新設について

月　理事会報告　議事抜粋

たったの 2 ステップ／

②異物混入を防ぐため
に底を切る
輪ゴムなどは使わずに P
袋のみまとめてください ※回収は一番外側の袋のみ（個々の包装や、泥で汚れたものは回収しません）

①ラベルを切り取る
ラベルを剥がすとのりが
残り再生利用できません

／

P 袋の返し方

【ACT（アクト）運動グループとの共催企画】
 ACTの地域育て・自分育て講座（全14 回）
受講料：3,000 円 / 回 
※ ACT会員無料（年会費 3,000 円）

●第６回 認知症の病気の理解
（オンライン講座）

9 月8日（月）14:30 ～ 17:00
講師：古田伸夫さん

（精神科医師、浴風会病院認知症疾患医療センター長）

早期に気づき、治療することで進行を遅らせ
ることが可能な病気、認知症。「その人らしさ
を大切に」「家族だけで苦しまない」など、古
田氏の講座では当事者や家族としても大切な
考え方に触れられます。

プレゼント！カタログご希望の方
は、お電話または右の二次元
コードよりご請求ください。

昨年から続くコメの品薄と高値。しかし、日本の
コメは長年余り続けてきました。根底には「田ん
ぼをどうするか」という問題があります。産地で
何が起き、消費者は何を問われているのか。歴
史的視点から分析します。
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・出資配当率　0.5％ 
・出資配当金の支払い：各組合員の6月出資金に充当されます
・対象　2024年度末に在籍し、かつ総代会当日在籍組合員

出資配当金は、2024年度末の出資金在高に配当率を乗じて計算
します。出資配当金の受領金額は、20.42％の源泉所得税が控除
された後の金額です。出資配当金の支払いは、各組合員の出資金
への振替によって実施します。

出資金配当について

生活クラブ東京　第5７回通常総代会報告

一人ひとりの行動で
　　　 産地を守り育てよう！

加瀬和美理事長

25年度生活クラブ東京役員のみなさん

第57回通常総代会　議決結果
2024年度活動・事業報告および決算、
剰余金処分の承認について

2026年度運動方針および事業計画、
予算の決定について

第1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第8次長期計画について

定款の改定について

次期役員選挙管理委員の選任について
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お友だち　　  キャンペーン

特
集
【座談会】
都市近郊の農業を守る
「わたしたちの牛乳」

紹介
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紹介したあなたも！お友だちも！
万能つゆ（500ml）をプレゼント

「生活クラブのある暮らし」を

お友だちと始めませんか？
今なら

！
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 まで！

～ローカルSDGsと社会的連帯経済の推進～
一人ひとりに居場所と出番がある循環型の地域社会をつくろう！

　　　　  続いて、金丸専務理事より2025年度運動方針と事
　　　　  業計画、予算について提案し承認されました。
組合員拡大では長期計画初年度として純増数にこだわり組織率
を高める拡大を進めます。利用活動はみんなでパクパクACTION
を進め組合員内外に消費材の価値を伝え、拡大・利用につなげ
ます。地域福祉政策では7月にエッコロたすけあい制度改定を実
施し、コロナ禍以降伸び悩んでいる給付申請を促し組合員同士
の関係性を深めていきます。設備投資は東村山センター駐車場
用地購入、院内風力発電への追加融資、世田谷区での屋根を
使ったPPA事業の出資・融資などを予定しています。
　　　　  「剰余金処分のうち出資金配当について」「外国出身
　　　　  者への拡大の展望」「ローカルSDGsの学びの機会」
「配送支援端末導入による配送改善」「共同購入代金の支払い方
法」「配送センターの労働環境」など、今後の議論につながる活発
な意見交換が行われました。

　　　　  小寺浩子副理事長より2024年度の活動・事業を報
　　　　  告し、決算・剰余金処分について承認されました。
２024年度は組合員数92,536人をめざし活動しましたが、期
末組合員実績は91,701人でした。紹介活動の強化、外部イベ
ント出展、スポーツクラブ施設での活動など、さまざまな対面
イベントをブロック単協で開催しました。消費材価格の値上げ
や令和の米騒動の影響で、利用高・世帯当り利用高は前年より
増加していますが、利用人数が前年を割っていることが課題
です。エッコロたすけあい制度は加入時の同時加入を推進しま
した。給付実績のうち組合員活動保障は前年度並み、生活保
障と子育て応援セットSuku  は前年より減少しました。そのほ
か、デポー20周年の取組み、生活困窮家庭支援の「おふくわけ」
活動、パレスチナ産オリーブオイルの取組みなどが報告されま
した。
　　　　  FEC自給圏づくりを基本テーマに、「居場所と出番」
　　　　  のある生活クラブと地域づくりをめざして活
動を進めた、第７次長期計画の振り返りが報告されました。また
金丸正樹専務理事より第8次長期計画について提案されました。
第8次長期計画の基本テーマは「～ローカルSDGsと社会的連
帯経済の推進～一人ひとりに居場所と出番がある循環型の地
域社会をつくろう」です。2025年は国連が定めた2回目の国際
協同組合年でもあります。日本でも「国際協同組合年に当たり協
同組合の振興を図る決議」が国会で採択されました。生活協同
組合という組織は社会のなかで期待される役割を持っています。
人とひとのつながりで地域社会課題の解決をめざし、自分で考え、
行動する5カ年をめざします。

6月12日、総代定数300人のうち、266人（うち書面117人）の出席で第57回通常総代会が
開催され、全議案が可決承認されました。
冒頭、加瀬和美理事長より開催挨拶として、「生活クラブ風車『千颯』竣工式と生活クラブ風車
第1号基『夢風』10周年を祝う会」の報告がありました。祝う会では、夢風が建つにかほ市芹田
地区自治会より夢風10周年記念の盾を頂きました。盾には、生活クラブ組合員と芹田住民との
交流会を通じた絆づくり、夢風ブランドの開発、そして地域自治の発展に対する感謝のことばが
記されていました。「私たちがめざす産地形成、提携を真に実のあるものにするには時間と労力
がかかること、日々諦めないやり取りのなかにこそ信頼が生まれるということを目の当たりにし
ました。これは生活クラブの活動・事業全般に通ずるものだと思います」と結び、活発な討議を
総代に呼びかけました。
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生活者・生産者をむすぶ生活クラブ（エス）を楽しみ、
参加する（エンジョイ＆ジョイン）ための情報提供がジョイエスの役割です
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新生酪農（株）栃木工場の提携酪農家・藤田与一さんの牧場。座談会では牛乳工場と酪農の状況などを伺いました（関連記事 P2-5）
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組織の概要
（202５年6月末現在） ●組合員数（デポー含む）93,761人　●６月度加入701人／脱退579人　●６月度利用高18億1,343万円／世帯当り25,037円（デポー除く）
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